
■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

N

平成２３年（２０１１）６月１５日号（２）

　
電
力
不
足
に
対
す
る
政
府
の
方
針

を
受
け
、
道
路
照
明
灯
（
県
管
理
・

市
管
理
道
路
を
含
む
）
の
う
ち
、
交

差
点
な
ど
を
除
く
道
路
照
明
灯
を
部

分
的
に
消
灯
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
道
路
照
明
に
比
べ
て
、

目
指
そ
う
循
環
型
社
会

　
市
で
は
、
住
民
・
事
業
者
・
自
治

体
の
〝
協
働
〟
に
よ
る
「
全
員
参
加

型
の
資
源
循
環
地
区
」
を
目
指
し
、

三
者
が
一
致
協
力
し
て
さ
ら
な
る
ご

み
の
排
出
抑
制
や
資
源
化
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
ご
み
の
総
排
出
量

22

（
有
価
物
集
団
回
収
量
を
除
く
）
は
、

2
6
街
7
3
9
ｔ
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
　
ｔ
減
少
し
、
ま
た
、

53

住
民
1
人
1
日
当
た
り
の
排
出
量

（
有
価
物
集
団
回
収
量
を
除
く
）
に

お
い
て
も
8
0
9
ｇ
と
な
り
、
前
年

度
よ
り
　
ｇ
減
少
し
ま
し
た
。

16

　
ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
一
人
ひ
と

り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
引
き
続

き
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
今
一
度
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
】

煙
可
燃
ご
み
を
出
す
と
き
に
、
生
ご

み
の
水
切
り
は
し
ま
し
た
か
。

煙
可
燃
ご
み
に
、
は
が
き
の
よ
う
な

小
さ
な
雑
紙
が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か

（
小
さ
な
雑
紙
は
紙
袋
に
入
れ
て
資

源
物
の
日
に
出
せ
ま
す
）。

　
難
し
く
考
え
ず
、
で
き
る
こ
と
か

　
平
和
交
通
㈱
で
は
、
5
月
9
日
か

ら
、
都
内
～
印
旛
日
本
医
大
駅
間
の

深
夜
急
行
バ
ス
の
運
行
を
開
始
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

　
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
　62

年
開
館
以
来
　
年
が
経
過
し
、
空
調

23

設
備
、
給
排
水
設
備
、
電
気
設
備
に

老
朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
改
修
工
事

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
修
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
考
慮
し
、
利
便
性
を
向
上
す
る
た

め
、
隣
接
す
る
U
R
都
市
再
生
機
構

が
所
有
す
る
用
地
と
建
物
の
一
部
の

譲
渡
を
受
け
、
新
た
に
中
央
駅
前
出

張
所
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
民
安
全
セ
ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る

（
仮
称
）
中
央
駅
前
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
整
備
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
市
民
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
充
実
す
る
た
め
に
、
事
前

に
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や
説
明
会
な

ど
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

行
う
も
の
で
す
。

地
域
交
流
施
設
の
充
実
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
施

　
改
修
工
事
は
、
現
在
の
中
央
駅
前

セ
ン
タ
ー
を
1
号
館
と
し
、
U
R
都

市
再
生
機
構
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
3
階
建
て
部
分
を
2
号
館
と
し

て
行
い
ま
す
。
ま
た
、
U
R
都
市
再

生
機
構
か
ら
用
地
約
4
街
0
0
0
愛

（
建
物
部
分
含
む
）
も
譲
渡
さ
れ
る

の
で
、
駐
車
場
も
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
1
号
館
は
、
1
階
の
一
部
壁
面
を

撤
去
し
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
、
学
習

コ
ー
ナ
ー
、
ふ
れ
あ
い
の
部
屋
を
設

置
し
て
開
放
的
な
空
間
を
創
作
し
ま

す
。
ま
た
、
1
階
の
子
育
て
ル
ー
ム

に
は
、
幼
児
用
ト
イ
レ
、
授
乳
室
を

設
け
、
2
階
の
調
理
実
習
室
の
調
理

台
の
更
新
、
受
変
電
設
備
な
ど
の
機

械
室
を
倉
庫
お
よ
び
工
芸
用
の
窯
室

と
し
て
改
修
し
ま
す
。

　
2
号
館
は
、
1
階
に
中
央
駅
前
出

張
所
、
ロ
ビ
ー
に
は
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
設
け
、
2
階
に
は
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
、
市
民
安
全
セ
ン
タ
ー
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

併
設
し
、
同
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
、

活
動
室
、
倉
庫
を
設
置
し
ま
す
。
3

階
に
は
地
域
交
流
施
設
と
し
て
、
講

座
室
、
会
議
室
、
工
芸
室
、
展
示
室

を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
1
号
館

と
2
号
館
の
共
通
の
改
修
項
目
と
し

て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
壁
、
床
、

天
井
の
内
装
改
修
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
外
壁
の
塗
装
、
2
号
館
の
屋
上

防
水
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
改
修
工
事
に
伴
い
中
央
駅
前

セ
ン
タ
ー
は
、
9
月
か
ら
平
成
　
年
24

3
月
ま
で
約
半
年
間
一
時
休
館
と
し

ま
す
。
利
用
す
る
み
な
さ
ん
に
は
大

変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

支
払
い
ま
せ
ん
が
、
採
用
者
に
は
謝

礼
を
進
呈
）。

※
原
稿
の
版
権
・
使
用
権
・
著
作
権

は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

■申 
9
月
　
日
画
ま
で
に
、
4
0
0
字

30

詰
め
原
稿
用
紙
に
　
枚
以
内
で
、
住

30

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
別
途
記
入

　
4
月
　
日
執
行
の
印
西
市
議
会
議

24

員
一
般
選
挙
で
当
選
し
た
議
員
に
欠

員
が
生
じ
た
た
め
、
公
職
選
挙
法
の

規
定
に
よ
り
5
月
　
日
に
選
挙
会
を

25

開
催
し
、
次
の
と
お
り
繰
上
補
充
に

単位（ｔ）胸平成22年度年間ごみ量胸
比較２２年度２１年度
－53２６，７39２6，792総量（年間）
30２２，314２2，284小計

－137２０，238２0，37５燃やせるごみ
141798657燃やせないごみ
26１，２78１，２52粗大ごみ

－834,425４，５０８資源物
－16809８２5排出原単位（ｇ／人日）

胸深夜急行バスの運行時間と料金胸
スイカ・パスモ
利用料金料金時刻主な停留所

乗車のみ乗車のみ
24：30発銀座駅（数寄屋橋）
24：35発東京駅（八重洲口）
24：40発兜町

2,400円3,000円

　1：50着イオン映画館
木刈中学校

1：55着千葉ＮＴ中央駅北口
千葉ＮＴ中央駅南入口

2,560円3,200円
原山中学校
高花小学校

2,720円3,400円

西の原公園前（ショッピン
グモール）

2：05着印西牧の原駅南口
滝野小学校

2,880円3,600円
北総病院前

2：15着印旛日本医大駅
※月～金曜日運行（土・日・祝日、年末年始の深夜は運休）、予約不要。
※兜町～イオン映画館間にも降車専用の停留所があります。
※スイカ・パスモを使うと２０％引き。

  中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
が
9
月
か
ら
改
修
工
事

 中
央
駅
前
出
張
所
な
ど
を
併
設
し
た
地
域
交
流
施
設
に

よ
る
当
選
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

胸
当
選
人
…
上
条
こ
う
じ
（
届
出
氏

名
）・
党
派
…
無
党
派
。

■問 
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
緯
内
線
4

4
1
・
4
4
2
）。

 印
西
市
議
会
議
員
の
欠
員
に
伴
う
繰
上
補
充

明
暗
の
差
を
感
じ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
夕
刻
の
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
点
灯
な
ど
、
安
全
に
は
十
分
注

意
し
て
の
通
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問 
土
木
管
理
課
維
持
班
（
緯
内
線
7

9
3
、
7
9
7
）。

 電
力
不
足
に
伴
う
道
路
照
明
灯
の
取
り
扱
い
と
注
意

し
た
書
類
を
添
え
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
生
涯
学
習
課
文
化
班
ま
で
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
・
緯
内
線
5
4
6
）。

募
集

ら
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
）。

 深
夜
急
行
バ
ス
（
銀
座
駅
～
印
旛
日
本
医
大
駅
）

市
史
研
究
の
原
稿

　
教
育
委
員
会
で
発
行
す
る
市
史
研

究
誌
「
印
西
の
歴
史
」
へ
の
原
稿
を

募
集
し
ま
す
。

■対 
印
西
の
歴
史
、
民
俗
、
自
然
な
ど

に
関
す
る
論
文
な
ど
で
未
発
表
の
も

の
。
掲
載
に
つ
い
て
は
市
史
編
さ
ん

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
（
原
稿
料
は

■問 
平
和
交
通
㈱
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
（
緯
0
1
2
0
―
6
0
0
―

3
6
6
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.h
e
i

w
ak
o
tsu
.co
m
/

）。

環
境

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
中
（
9
～
3
月
）
の
案
内

煙
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
は
、

中
央
公
民
館
に
移
転
し
ま
す
。

煙
中
央
駅
前
公
民
館
・
児
童
館
・
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
事
業
は
、

ほ
か
の
施
設
で
実
施
し
ま
す
。

煙
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
団
体
活
動
場
所

に
つ
い
て
は
、
左
上
表
の
と
お
り
で

す
。
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓46 
5
1

1
1
）、
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推

進
班
（
緯
内
線
5
4
1
～
5
4
3
）。

胸施設一覧胸
緯碓42 2911中央公民館
緯碓97 0003小林公民館
緯碓45 3800そうふけ公民館
緯碓98 0427印旛公民館
緯碓42 0144中央老人福祉センター
緯碓47 2112高花老人福祉センター
緯碓45 3800そうふけ老人福祉センター
緯碓46 8611フレンドリープラザ
緯碓45 0611サザンプラザ
緯碓42 1101永治プラザ
緯碓48 5311船穂コミュニティセンター
緯碓42 8811文化ホール
緯碓42 8417松山下公園総合体育館
緯碓42 1008平岡自然の家

（仮称）中央駅（仮称）中央駅前前
地域交流センター平面地域交流センター平面図図

▲中央駅前センターは、新たな地域交
流の場として生まれ変わります

※２号館の工事はすで※２号館の工事はすでにに
始まっています　始まっています。。


